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ま・ち・か・ど IN！ 皆さんからのすてきな情報を待ってます！

　

１
月
25
日
に
河
北
新
報
が
紙
齢
４
万

号
を
迎
え
た
そ
う
で
す
。
そ
の
記
念
に

第
１
号
（
明
治
30
年
１
月
７
日
）、
１
万

号（
大
正
13
年
12
月
13
日
）、２
万
号（
昭

和
27
年
６
月
27
日
）、
３
万
号
（
昭
和

55
年
２
月
22
日
）
の
一
面
が
掲
載
さ
れ

た
復
刻
版
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
河

北
由
來
偉
人
多
し
、
…
」
と
、
河
北
新

報
の
抱
負
で
始
ま
る
創
刊
号
の
一
面
、

４
段
目
か
ら
６
段
目
に
か
け
て
「
白
石

真
田
」
と
い
う
小
説
が
掲
載
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
片
倉
家
第
二
代
の
小
十
郎
重し
げ

長な
が

公
が
、
大
坂
夏
の
陣
で
大
坂
城
落
城

寸
前
に
敵
将
真さ
な

田だ

幸ゆ
き

村む
ら

公
の
息
女
を
託

さ
れ
る
場
面
が
描
か
れ
た
も
の
で
す
。

連
載
物
な
の
か
創
刊
号
の
み
だ
っ
た
の

か
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
わ
が
白
石
の

英
傑
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
こ
と
に

驚
い
た
と
同
時
に
、「
小
十
郎
」
の
お

と
こ
気
や
忠
義
、
信
頼
と
い
っ
た
人
間

性
が
高
く
評
価
さ
れ
、史
実
と
は
い
え
、

こ
の
創
刊
号
一
面
の
記
事
に
な
っ
て
い

た
こ
と
が
、
今
さ
ら
な
が
ら
に
と
て
も

う
れ
し
く
思
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
今

年
は「『
小
十
郎
』を
キ
ー
ワ
ー
ド
に『
ま

ち
づ
く
り
・
ひ
と
づ
く
り
』
を
」
と
考

え
て
い
た
だ
け
に
、
よ
り
一
層
そ
う

思
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

現
在
、
小
十
郎
関
連
グ
ッ
ズ
が
市
民

の
手
で
生
み
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
例
え

ば
、
折
り
紙
な
ら
ぬ
「
小
十
郎
型
前
立

付
き
折
り
銅
板
兜か
ぶ
と

」
や
、
ペ
ー
パ
ー
ク

ラ
フ
ト
に
よ
る
「
小
十
郎
兜
」。
白
石

城
や
片
倉
小
十
郎
の
文
字
と
影
絵
風
イ

ラ
ス
ト
に
よ
る
新
た
な
ス
テ
ッ
カ
ー
。

Ｄ
Ｃ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
白
石
イ
メ
ー
ジ

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
こ
じ
ゅ
う
ろ
う
く
ん
」

を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
「
缶
バ
ッ
ジ
」
や

「
新
型
こ
け
し
」。
さ
ら
に
は
Ｔ
シ
ャ
ツ

や
タ
オ
ル
、風
呂
敷
、は
た
ま
た
「
ビ
ー

ル
」ま
で
検
討
中
と
の
情
報
を
聞
く
と
、

飛
び
上
が
っ
て
踊
り
た
く
な
る
ぐ
ら
い

う
れ
し
く
て
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
。「
ひ

と
が
動
き
始
め
て
き
た
な
」
と
感
じ
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
が
持
つ
ア
イ
デ
ィ
ア
と

技
術
が
生
か
さ
れ
、
潜
在
能
力
が
芽
吹

い
て
き
た
よ
う
で
す
。
そ
う
そ
う
、
タ

ク
シ
ー
業
界
で
は
、
白
石
の
方
言
を
載

せ
た
「
よ
ー
ぐ　

こ
ら
っ
た
な
い　

あ

り
が
と
カ
ー
ド
」
を
来
客
者
に
配
る
と

も
聞
い
て
い
ま
す
。
こ
の
コ
ラ
ム
が
皆

さ
ま
の
目
に
入
る
こ
ろ
に
は
、
も
っ
と

多
種
多
様
な
、
新
た
な
試
み
が
生
み
出

さ
れ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
白
石

が
持
つ
歴
史
、
文
化
、
食
、
そ
し
て
風

土
、
景
観
を
含
め
た
す
べ
て
の
素
材
を

生
か
し
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
料
理
加

工
し
て
い
こ
う
か
と
楽
し
も
う
と
し
て

い
る
市
民
が
、
老
若
男
女
を
問
わ
ず
多

数
出
て
き
た
の
で
す
。
な
ん
と
素
晴
ら

し
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

片
倉
家
初
代
小
十
郎
景か

げ

綱つ
な

公
に
、
姉

の
喜き

多た

が
「
片
倉
家
の
名
を
天
下
に
鳴

り
響
か
せ
よ
」
と
の
願
い
を
込
め
て

贈
っ
た
「
黒
釣
り
鐘
の
大
馬
印
」。
第

50
回
を
迎
え
る
全
日
本
こ
け
し
コ
ン

ク
ー
ル
や
秋
の
Ｄ
Ｃ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な

ど
で
、
今
年
は
来
白
者
が
多
く
な
り
ま

す
。
そ
の
時
、
白
石
の
名
を
鳴
り
響
か

せ
る
鐘
を
打
つ
の
は
私
た
ち
市
民
一
人

ひ
と
り
で
す
。
澄
ん
だ
、
元
気
な
鐘
の

音
を
大
い
に
鳴
り
響
か
せ
ま
し
ょ
う
。

　

話
は
変
わ
り
ま
す
が
、碁
石
の
白
石
と

黒
石
は
ど
ち
ら
が
大
き
い
で
し
ょ
う
？

【
２
月
号
の
答
え
】

　

ホ
ッ
ト
ド
ッ
グ
は
、
ア
メ
リ
カ
フ
ッ

ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
（
Ｎ
Ｆ
Ｌ
）
の
観
戦

者
用
に
売
り
出
さ
れ
た
の
が
始
ま
り
で

す
。
爆
発
的
に
ヒ
ッ
ト
し
、
犬
を
使
っ

て
商
品
を
描
い
た
漫
画
家
が
名
称
を

「
ホ
ッ
ト
ド
ッ
グ
」
と
書
い
た
と
こ
ろ
、

短
期
間
で
全
米
に
定
着
し
た
そ
う
で
す
。

　１月12日、壽
す

丸
まる

屋敷で楽しい国際
理解講座｢感じよう! アフリカの大
地の香りin白石」が開催されました。

　お話は白石出身でJICAウガンダ事
務所調整員の小

お

畑
ばた

けい子さん。ウガ
ンダの子どもたちの学校生活や青年
海外協力隊員の活動などを紹介し、
スライドやビデオを使いながらアフ
リカの大自然と厳しい国情を分かり
やすく説明しました。また、アフリ
カ８カ国を紹介するブースも設置さ
れ、多くの人たちが足を運びました。

　１月20日、中央公民館で障害を持
つ子どもの親たちでつくる「白石市
手をつなぐ育成会」が、成人を祝う
会を開催しました。

　今年、成人を迎えたのは、斎
さい

藤
とう

裕
ゆ

美
み

さん、遠
えん

藤
どう

良
よし

幸
ゆき

さんのお二人です。
既に社会人の仲間入りをしているお
二人は、これからも仕事に頑張りた
いとあいさつ。風間市長をはじめ、
多くの来賓の皆さんからお祝いの言
葉をいただき、出席者全員でお二人
の成人をお祝いしました。

アフリカって素晴らしい!!

感じよう! アフリカの大地の香りin白石
新成人！　責任のある行動を！

手をつなぐ育成会「成人を祝う会」

　１月10日、北保育園の園児69名が、
恒例の小正月行事「団子刺し」を行
いました。園児の祖父母や地元の皆
さんがお手伝いする中、ちびっ子た
ちはもちつきや団子作りに挑戦。小
さな手で必死に団子を丸める姿に、
大人たちは目を細めていました。
　最後に、３本のミズキの枝に団子
を一つひとつ丁寧に飾り付けた園児
たち。色とりどりのもちの花が咲い
た美しい木を見上げながら、歓声を
上げていました。

きれいな花が咲いたね！

北保育園で団子刺し
　１月22日、白石スキー場近くの渓
流で寒ざらしそばの仕込み作業が行
われました。寒ざらしそばは、冬場
の冷水にさらすことであくが抜け、
ソバ自体のほのかな甘みが増すこと
で知られています。この日は、地元
で取れた玄ソバ63袋（１袋10㎏）を
沢に浸す作業が行われました。
　玄ソバは２月５日に引き揚げら
れ、乾燥させて３月下旬から材木岩
公園内の「そば処なごみ茶屋」など
で提供されることになっています。

蔵王の冷水が深い味わいに変えます

寒ざらしそばの仕込み作業
　１月26日、南三陸町の皆さんが訪
れ、白石スキー場や小原温泉で、冬
の白石を満喫しました。

　これは、本市との交流を記念して、
南三陸町観光協会が定員20名の日帰
りスキーツアー｢白石！　温

ぬく

温
ぬく

プラ
ン｣を企画したものです。南三陸町
とは、互いの特色ある観光資源を活
用して交流を始めようと、昨年から
準備を進め、今年から本格的な交流
がスタートします。夏には、本市か
ら南三陸町へお伺いする予定です。

スキーと温泉を満喫！

南三陸町との交流がスタート！

　老若男女を問わず、誰もが楽しめ
るニュースポーツ、シャフルボード。
その小学生大会が１月19日、中央公
民館で開催されました。５回目を迎
えた今年の大会には、市内全地域か
ら過去最多となる38チームがエント
リー。息詰まる攻防に会場が沸き立
ちました。６月には、市民大会も開
催される予定です。
●大会結果　優勝：ブルーウォーター
ズ、準優勝：スノーマン！、第３位：
ジャンプチーム、ネェーユズ

真剣勝負の行方は？

第５回小学生シャフルボード大会

（２月１日、すまｉ
い

るひろば）

　市民グループ「昔・むかしを伝え
る会」が二年前から開催しているこ
の催し。ひかり幼稚園の園児140人
が参加し、新聞紙で作った豆を３匹
の鬼に向かって元気に投げました。

昔・むかしを伝える会の豆まき大会

（１月27日、中央公民館）

　今年で46回を数える伝統の大会に
は市内外の老若男女58名が参加。囲
碁と将棋の部に分かれて真剣勝負を
行いながら、世代を超えた交流を楽
しんでいました。

第46回新春囲碁・将棋大会

（１月24日、薬師の湯）

　仙台市で障害者の自立生活支援に
取り組んでいる「ＣＩＬたすけっと」
が、免許不要の電動スクーター２台
を寄付。早速、デイサービス利用者
の皆さんが試乗しました。

薬師の湯に電動スクーターを寄付

▲会場は満員となりました
▲新成人を囲んで全員で記念写真

▲飾り付けを行う園児たち ▲手際よく作業を進める関係者の皆さん

▲熱戦を展開する子どもたち

▲鬼は外！ 福は内！

▲二面差しも楽しみの一つ

▲誰でも簡単に運転できます

▲スキー場に到着し全員で記念写真


